
正四角すいと三平方の定理－②
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①高さＯＨを求めよ。 ②体積を求める。

③側面積を求める。
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④表面積を求めよ。
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中点Ｈと中点Ｍで中点連結定理が

成り立ちＨＭはＡＢの半分の４cm
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中点連結定理の利用
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中点 中点

8cm

①この正四角すいの高さＯＨを求めよ。

②この正四角すいの体積を求めよ。

③この正四角すいの側面積を求めよ。

④この正四角すいの表面積を求めよ。

○三平方の定理を利用！

○ 体積＝底面積×高さ×
1
3

○ 側面積＝△ＯＡＢの面積×４

○ 表面積＝側面積＋底面積

底面積

8×8＝64高さ

△ＯＢＣの面積×４＝側面積
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側面積 底面積

三平方ＮＯ１１
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二等辺三角形の高さが分かっている
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